
（様式５） 
みえこどもの城事業計画書の要旨 

 
 

申請者名 財団法人三重こどもわかもの育成財団 

管理運営方針 
 

○利用者、来館者のニーズを聞く仕組みを確立し、それに呼応し、企画やサービスの

質を向上させます。 

○専門家、ボランティア、企業および県民の参画と協働を適宜進めて運営します。 

○みえこどもの城の施設設備や各事業スペースを最大限に活用して事業展開するとと

もに、施設設備を適切に維持管理します。 

○柔軟で効率のよい運営を目指し、コスト削減、省エネ、省資源に努めます。 

○持続的な改善のために、経営マネジメントシステムの確立に努めます。 

○みえこどもの城の事業への県民の理解を広げるとともに、児童・青少年育成に関する

情報を県民に提供します。 

○子育て支援から青少年健全育成まで、県内児童館をはじめ、関係組織・団体等と幅

広く連携・協力し、子どもを取り巻く環境のトータルな成果を目指します。 

管理業務に関する 
計画 

１．安全かつ快適な施設管理の考え方と方法 

○効率的な施設の保守管理、維持管理のため、外部の専門業者とも委託契約を

結び、管理業務を行います。委託先の選定については、業務の特性を勘案しな

がら、指名競争入札を行い、みえこどもの城の施設管理の趣旨の理解、経費の

削減、柔軟な現場対応力などで評価します。 

○施設の状態については、委託管理業者、職員によりチェックを行い、不具合箇

所の早期発見、早期対応に努めます。さらに、来館者、ボランティアの声や意見

を聞き、施設管理に有効に活かしていきます。 

○大きな予算が必要な修繕業務は、三重県健康福祉部こども局との連携におい

て、一般修繕、大規模修繕が計画的に行えるよう努めます。 

また、緊急な修繕が必要なものは、調査・確認を行い、経費削減を図りながら、

速やかに対応策を講じます。 

 

２．適切な維持管理のために 

○異常や予兆の早期発見に努めます。 

また、修繕・改修必要箇所を把握し、規模や緊急性に応じ適切に対応します。 

○清掃、ビル管理などの外部委託業務は、三重県の基準に準じて適切な契約執

行を行い、経費削減に努めるとともに、業務品質を高めるよう指導していきます。

○省エネ・省資源など環境負荷の低減を図るために、施設の利用状況を常に監

視し、光熱費等の抑制に努めます。 

 

３．来館者の安全と利便性の向上について 

○全職員が「安全管理マニュアル」を厳守し、みえこどもの城で発生の恐れのある

事項（火災、風水害、不審者、傷病者、盗難等）に対して、必要な訓練と点検・

研修等を行い、万全の体制を確保します。 

○来館者が各コーナーで実施されている事業に、無理なく、無駄なく、効率よく参

加いただけるような施設案内、各種表示、誘導を行います。 

 

４．利用者の満足度と施設維持管理について 

○来館者や事業参加者の施設についての満足度やニーズを各種アンケート等で

調査して的確に把握し、施設維持管理に反映させます。 

 



 

運営業務に関する 
計画 

<運営の基本理念> 

○子どもがたっぷりと遊べて、親子でいっしょに自由に過ごすことができる場や機会を

つくります。 

○「触り、聞き、見て、試す」から、子どもの科学する心を育てます。 

○遊びの中に挑戦や試行錯誤から達成へ導く流れをつくり、チャレンジ精神を育てま

す。 

○親子のふれあい、他者との出会いと交流、青少年の社会参加を通して、人間への信

頼と社会性を育てる機会や場所を設けます。 

○信頼性、独創性、広域性、全国水準の取り組みによって時代を開き、地域を支援し

ます。 

○みえこどもの城の諸活動を県民に開き、ボランティアや青少年育成市町民会議をは

じめ各界、各層の団体、 企業等と連携して事業を多様に展開します。 

○みえこどもの城が子どもを取り巻く環境の継続的な拠点となるよう、県民の善意や自

発性を受け止め、県民の皆様と一緒に進んでいきます。 

 

<３つの事業運営> 

①児童健全育成事業 

 みえこどもの城の各施設を有効に活用し、児童の健全育成のための多様な遊びや体

験、交流の機会を創出し、子どもたちの情操、心身の健康、探究心、社会性などを

育てる事業を推進していきます。 

 

②児童健全育成拠点事業 

 みえこどもの城が、県内の児童健全育成事業の拠点施設としての機能を発揮し、地

域の児童健全育成事業に積極的にかかわっていきます。 

 

③青少年育成事業との連携 

当財団が旧（社）三重県青少年育成県民会議と統合した成果として、児童健全育成

事業でつくり上げてきた活動プログラムや運営のノウハウと、地域に根ざした市町民

主体の各種青少年育成事業とを互いに補完させながら、みえこどもの城をはじめ、

地域の児童・青少年の健全育成をトータルにサポートしていきます。 

成果目標 

■指定管理者に求められる目標 

項目 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度

年間総利用者数 ２０万人 ２０万人 ２０万人 ２０万人 ２０万人

移動児童館の 

実施回数 

８０件 

以上 

８０件 

以上 

８０件 

以上 

８０件 

以上 

８０件 

以上 

利用者の満足度 
７０％ 

以上 

７０％ 

以上 

７０％ 

以上 

７０％ 

以上 

７０％ 

以上  

収支計画 ○財源には、県からの指定管理料収入、その他、財団の利用料金収入、松阪市からの

補助金収入があります。 

組織及び人員 

組織は、児童健全育成事業を推進する企画推進グループと事業支援グループ、また、

青少年育成事業を推進する青少年育成グループ、そして管理総務グループの４つに

大きく分かれます。人員は、常務理事（兼館長）、事務局長（兼青少年育成グループリ

ーダー）、事務局次長（兼副館長）、児童健全育成事業部長（兼企画推進グループリー

ダー）、事業支援グループリーダー、管理総務グループリーダーの 6 名を管理職とし、

他、正規職員（スタッフ）15 名、嘱託職員（アシスタントスタッフ）3 名、児童健全育成事

業の推進のためのアルバイト職員を若干名配置します。 

年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度

収入合計 １５７，４９４ １５７，９４１ １５８，１９８ １５８，１９３ １５８，４５１

指定管理料 ７８，１８９ ７８，２０４ ７８，１９６ ７８，２１３ ７８，２１９

利用料金 １２，６５０ １２，８５８ １３，０６６ １３，２７４ １３，４８２

諸収入 ４，３５８ ４，３５８ ４，３５８ ４，３５８ ４，３５８

内

訳 
市補助金 ６２，２９７ ６２，５２１ ６２，５７８ ６２，３４８ ６２，３９２

収
支
計
画
書(

千
円) 

支出合計 １５７，４９４ １５７，９４１ １５８，１９８ １５８，１９３ １５８，４５１

※ A４版２枚以内としてください。 


